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山行報告書      京都田辺山友会     報告者 西川 榮冶      

山 名 東海自然歩道 NO９ 山行名 4 月度例会  

ルート JR 月ヶ瀬口駅～高山ダム～恋志谷神社～布目川甌穴群～JR笠置駅 

山行日 4 月 13 日(日) 天 候 曇り時々晴れ 

参加者 

リーダー：西川榮冶       サブリーダー：堀 

男性：山下、金本、竹原、秋月、弓仲、北村、園上、山口、         

女性：竹原、伊藤、加藤、         合計：13 名 

ルート概略図 

 

＊上記『ルート』欄どおり（南山城村役場

発行の京都南山城村マップに掲載の『B』案

に沿って東海自然歩道をハイキングした）。 

 

コースタイム 

地名 時：分 地名 時：分 

JR 月ヶ瀬口

駅 

集  布目川甌穴

群 

着 14：30 

発 10：00 発 ： 

高山ダム 
着 10：55 

JR 笠置駅 
着 15：10 

発 11：05 発 15：28 

恋志谷神社 
着 12：25 

  
着 ： 

発 12：55 発  

＜山行報告＞ 

＊昨年秋何回目かの東海自然歩道シリーズの山行の昼食時に、『担当』の山下さんより、来年は CL/SL

を分担するよう提案があり、手を挙げる先輩の会員さんが少なかったともあって、僕にまで『お鉢』

が回ってきた。山下さんよりお借りした本やパソコンから、更には、当該地域の村役場や観光協会、

バス会社等に電話をかけて情報収集につとめ、机上山行をくり返しイメージを膨らませ、当該山行

案内文を『4月度かんなび』に投稿して参加者を募った！！ 

＊前日までの『雨模様』の天気予報が、良い方向に変わり実施する事にした。JR 京田辺駅までは順

調に参加者の皆様と合流出来て安心していたのになんと！！京田辺駅に入ってくる大阪方面行きの

電車が、駅の手前の踏切で、人身事故との突然のアナウンス！！動かぬ電車という現実(結局 1時間

動かず)を前に『中止か！！』『東海自然歩道 NO10 に切り替えるか！！』とかの声もあがる中、近鉄

大久保駅→JR 新田駅→JR木津駅という迂回ルートで山行を実施する事になり北村さん/堀さんとは

途中で連絡を取り合い合流の上、なんとか 1時間遅れで、山行を開始する事が出来た。出だしは予

想だにせぬハプニングに虚を突かれる事に！！ 

＊山行は至って順調！！高山ダムのダム湖に映る雲で霞む太陽や桜が綺麗！！途中では山口さんが

『いたどり』をゲット！！何人かで歩きながらの試食が始まる！！恋志谷神社より先は舗装道路 

から山道にかわり歩き易くなる！！13:40 潜没橋を渡って『堀さん邸』へ！！コ-ヒー、ジュース、

手作りの桜餅等をいただき、庭に埋まる『後醍醐天皇』絡みの遺跡の説明を受けたりして、30 分の、

楽しい時間を過ごした！！エネルギーを注入しパワーアップして、意気揚々と甌穴群を経て、『銀の

帯ハイキングコースの巨岩コース』に入った。『笠置山三角点』の看板の前を通った時には、昨秋の

『集い』の下見時に、笠置山への近道と理解して大変な目にあった事を紹介して皆様の笑いを誘う

一幕も！！JR笠置駅近くになると、河原等で写生を楽しむ人達や巨岩に素手で登る練習をする若者

達も見うけられたり、流の穏やかな木津川の川面に映る桜や小学校校舎の綺麗な事！！ 山行後に

予定のある参加者もおられ、笠置山自然公園内の散策を『次の機会』に譲り、JR 笠置駅前で解散。

担当の山下さん、終始 SLとして一行を『先導してくれた』堀さん、参加者の皆さん、山行前のハプ

ニングにもめげず、本当にご苦労様でした！！有難うございました！！ 

ヒヤリハット；ありませんでした。 
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東海自然歩道ＮＯ９ 感想文１ 

終わりよければすべてよし         2014.4 月   山下 隆 

昨年の秋の東海自然歩道⑦の宇治田原のタンボで昼食をとりながら、CL,SL をあまりやってない

方々にＨ２６年度の担当をお願いした。「連れて行ってもらう山行」からの少しでもの脱皮を願った

もので、その第一弾が今日だった。想定しない東西線の人身事故から始まった遅れ山行は参加者の

協力と CL の頑張りで無事故の楽しい例会となった。しかも、笠置や山城に詳しい堀さんが久し振

りに例会に参加され、SL として道案内をしていただき、心強かった。 

 加茂駅からの車窓の景色は芽吹きの紫

色に輝き始め、じっとしていた山は笑い

始めていた。最初のビューポイントの高

山ダム周辺は期待通りの桜の見頃を迎え、

吉野桜・しだれ桜・山桜と桜の競演で、

特にダム湖まわりの桜並木が静かな湖面

に映っている姿は圧巻だった。今年の、

写真展出品写真が早々と一枚出来た。牡

丹桜はまだつぼみで、見頃は１周間後の

ようだ。名張川や木津川に沿っての道々

では桜・大きな堰堤から一斉に流れ落ち

る滝・岩と淵が織りなす景観に足が止ま

り、見とれる。今年の鶯の鳴き声は例年

になく上手だと誰かが言う。人間様の気分がいいと、鶯までほめられた。道々では桜のトンネルも

あり、たまにある地道にホットする。 

ハイキング道の対岸にある 163 号線は車でたびたび走り、潜没橋を見かけてはいたが渡ったこと

は無かった。堀さん宅で小休止する事となり、このような橋を渡るのは初めての経験で、少年時代

の川遊びを思い出す。堀さん宅のお庭で、手作りのさくら餅や果物のお接待に感激・感謝した。庭

には 1300 年代の後醍醐天皇の元弘の乱の時の犠牲者の塚があり、ひとときこの地の歴史に思いを

はせる。 

 笠置橋が見えてくると穏やかな流れと巨岩巨石が織りなす景色に心和む。約 20 人位の油絵のグ

ループの方々も同じような気持ちであろうか？ 作品の仕上げに筆を走らせていた。 

 皆さんと共に、春の命を体感できた想定以上の楽しい東海自然歩道だった。ありがとうございま

した。2.9 満歩。 

 帰ったら、老人会の総会の欠席者にも大好きなお赤飯が届けられ、いい日だった。 

 

 

 

東海自然歩道ＮＯ９ 感想文２ 

東海自然歩道⑨に参加して 

伊藤典子 

今回は何ともハラハラドキドキした山行となりました。 

まずは、お天気の心配。毎日お天気アプリで確認しても

予報はずっと 50%の確率で雨。でも、1 月に山友会に入会

以来、５回の山行に参加しましたが、一度も雨のため中止

になったことはなく、日頃からどちらかと言えば「晴れ女」

だという自信もあって、今度もきっと大丈夫だと言い聞か

せていたところ、願いかなって何とかお天気は曇り、まず

まずの山行日和となりました。 

次に、予定通りスタートしたものの、JR 京田辺駅で、

まさかの人身事故のため足止め。すぐ目前で行き違うはず
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の反対車線の電車がとうせんぼしている。見たところ、事故った様子はわからなかったけれど、パ

トカーの音が近づいて来るし、警察の現場検証が行われると 1 時間ぐらいはかかると運転士さんに

言われ、急遽行き方を変更することに。近鉄で大久保駅まで行き、JR 奈良線に乗り換え、新田駅

から木津駅まで行き、本来のルートに戻り、ほぼ 1 時間遅れで山行出発地の月ヶ瀬口に到着しまし

た。 

高山ダム、恋志谷神社、布目川甌穴群等、予定コースの主な地点はしっかり楽しめました。散り

始めてはいたけれどまだまだ桜は十分綺麗で、ところどころに色取り取りの花が咲き、目の保養と

なりました。で、この日一番のサプライズは、途中、堀さん邸カフェでのおもてなし。手作りの桜

餅にフルーツ、コーヒー、おいしかったです。ご馳走様でした！ 

最後に、CL の西川さんには大変なご苦労をおかけしました。お疲れ様でした！また一つ心に残

る山行が増えました。ありがとうございました。（CL は大変だなあと実感！） 

 

 

東海自然歩道ＮＯ９   一口感想文１          園上 雅晴 

 

とにかく楽しかったです。堀さんちの桜餅美味しかった。かき

もち正直食べすぎました。山行としては後半戦の線路沿いと堀

さんちから笠置駅までの道のりが面白かった。アップダウンが

少なかったので、少々物足りなさを覚えた。今思えば「笠置山

を登っておけば良かったのでは」と誠に勝手な言い分を思いま

した。 

 

 

 

 

東海自然歩道ＮＯ９   一口感想文２          北村 正博 

 

西川さんには、何日も前からお天気の心配をして戴き、その甲斐あって当日は雨の予報を覆して

戴きました。ところが、これだけに終わらず当日の事故による列車の遅れ。まさに一難去ってまた

一難。西川さん、ほんとにご苦労様でした。 

1 時間遅れのスタートでしたが、のんびりとお花見をしながら月ヶ瀬の情緒を味わい、それに加

えて堀さん宅へのご招待というサプライズ！のどかな広いお庭でジュース、コーヒー、パインにイ

チゴ。そして自家製の桜餅やおかき…と、もう最高のティータイム！ 堀さん、ほんとにごちそう

様でした。 『今日は来て良かった。』思わず出た言葉でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    


